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熱

』
に

關

す

る

研

究

(第

一
報
)

高
知
市

下

村

次

男

目

次

第

一
章

緒

言

第
二
章

疫
學
的
観
察

第
三
章

臨
駄
的
観
察

第
四
章

血
清
學
的
槍
査

第
五
章

秋
疫
A
型
症
の
謹
明
,

第
六
章

結

論

第

一
章

緒

言

高
知
縣
高
知
市
及
近
接
町
村
の
比
較

的
低
灘
地
方
に
俗
稽
土
佐
熱

ご
言
は
る

、

一
種
特
有
な
る
流
行
性
熱
性
疾
患
あ
り

て
毎
年
梅
爾
期

に
初
發
患
者
を
見
秋
季
殊
に
九
月
十
月

の
候

に
至
れ
ば
最
も
多
く
發
生
を
見
る
も
の
な
り
。

本
病
は
本
縣

に
於

て
は
仁
淀
川
下
流
の
爾
岸
以
東
殊

に
長
岡
、
香
美
爾
郡
の
平
野
及
物
部
川
爾
岸
を
發
生
地
こ
し
安
藝
郡

に
あ
り
て
は

只
海
岸
線

に
浩
ひ

て
散
在

し
其
他
の
地
方
に
は
稀
に
發
生
を
見
る
も
の
な
り
。

本
市

に
於

て
は
南
端
を
貫
流
す

る
鏡
川
下
流
の
浩
岸
を
發
生
地

こ
す

る
も
の

、
如
く

一
般

に
は
市

の
中
央
部
よ
り
下
方

の
低
灘
地
に
發

生
す

る
も
の
多
し
。
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本

病
は

明
治
初

年
頃

既

に

發
生
を

見
當

時
は

「ガ

ン
ド
ゥ
」
ご
構

し

「
オ

コ
リ
」
暫

り
「
了
プ
リ

ァ
病

ご
囁

別
せ
し

も

の

、
如

く
、

螢
病

の

初
め
は
猛
烈
な
る
漿

發
熱
を
以
つ
て
し
次
で
頸
部
淋
巴
腺
の
腫
脹
駆
痛
之
れ
に
伜
な
ひ
高
熱
時
に
は
特
に
咳
噺
を
發
し
顔
面
蕎

を

來
し
流
行
性
に
發
生
せ
し
こ
ご
あ
り
ご
言
ふ
を
見
れ
ば
今
よ
り
五
、
六
+
年
前
よ
り
住
民
の
注
意
を
引
垂

地
方
病
こ
し
て
濃
厚
に
存

在
し
た
る
も
の

、
如
し
。

余
は
十
歎
年
來
本
症
患
者
約
三
百
名
を
経
験
し
た

る
最
初
は
抗

「
キ

ニ
ー
ネ
」
性

の
「
マ
ラ
リ
ァ
」
症
こ
し
て
所
置
し
時
に
は

「チ
フ
ス
」
結

核
等
ご
優
別
困
難
な
る
例
症
に
遭
遇
し
た
り
し
が
其
後
百
鯨
例
に
就
て
臨
躰
的
所
見
を
詳
細

に
観
察
す

る
に
及
び
本
症
は

一
種
猫
特
の

熱
性
疾
患
な

る
こ
ご
を
認

め
土
佐
熱
な
る
名
稽
を
用

ひ
濁
立
し
た
る
熱
性
疾
患

こ
し

て
取
扱
ひ
つ
、
あ
り
し
が
本
病
は
所

に
よ
り
入

に

よ
り
名
構
を
異
に
し
秋
熱
、
腺
熱
、
秋
ぶ
、
こ
も
言
は
れ
居

る
も

の
な
り
。

然

る
に
本
症
の
流
行
が

ワ
イ
ル
氏
病
及
秋
疫
、
七

日
熱
病
の
流
行
ご
季
節
を
同
じ
く
す

る
を
以
つ
て
時
に
列

訓

氏
病
不
全
型
叉
は
秋

疫
、
七

日
熱
症
ご
混
同
せ
ら
れ
殊
に
大
正
五
年
井
戸
氏
及
其
共
同
研
究
者
が
本
症
患
者
の
恢
復
期
血
清
は
七

日
熱

「
ス
ピ

ロ
ヘ
ー
タ
」
に

反
應
あ
り
こ
な
し
七
日
熱

「
ス
ピ

ロ
へ
ー

タ
」
に
よ
る
疾
患
な
り
ご
言
ひ
し
よ
り
日
本
の
ジ

プ
ト

ス
ピ
ラ
」
性
疾
患

の

一
流
行
地

こ
し

て

知
ら
れ
た
り
。

現
今
發
生

の
季
節
及
流
行
地

の
形
、
臨

鉢
上
の
所
見
等
本
症
に
類
似
し
居
る
疾
患
が
熊
本
縣
内

に
も
あ
り
て
鏡
熱
ご
き
口
は
れ
大
正
十
四

年
佐
藤
、
太
田
原
氏
は
流
行
性
腺
熱
ご
名
稽
を
附
し
て
病
原

の
研
究

に
從
事
し
學
界

の
注
意
を
引
き
た
り
、

次
で
明
石
氏
は
多
く
の
文

獻

ご
自
己

の
経
駿
例
を
墨
げ
臨
躰
拉
び
に
疫
學
的
に
記
載
し
叉
徳
嶋
縣
地
方

に
も
臨
躰
上
本
症
ご
類
似

の
疾
患

の
嘗

て
あ
り
し
こ
ご
を

鈴
江
氏
も
亦
報
告

せ
ら
れ
、
更

に
昭
和
八
年
小
嶋
氏

(熊
本
)
に
よ
り
入
代
町
地
方
に
於
け
る
鏡
熱

に
就

て
統
計
的
報
告
あ
り
た
り
。

是
等
學
者
に
よ
り
て
研
究
せ
ら
れ
た
る
鏡
熱
が
果
し
て
高
知
市
の
土
佐
熱
ご
里

な
る
や
否
や
は
未
定
な
れ
ど
も
熱
型
拉
び
に
臨
淋
上

所
見
に
於
て
極
く
這

似
せ
る
疾
患
な
る
こ
ご
は
疑
ひ
得
ざ

る
も
の
に
し
て
本
病

の
特
有

こ
す

る
悪
寒

の
状
態
が

「
マ
ラ
リ
ァ
」
症
に
近
似

し
全
身
皮
膚

の
襲
疹
及
時
に
皮
下
溢
血
鮎
歌
を
呈
す

る
こ
ご
が
輕
症
フ
イ

ル
氏
病

の
出
血
斑
ご
誤
り
顔
面
及
全
身
皮
膚
の
特
有
な
る
蒼

下
村
=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

二
入
五
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佐
熱
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る
研
究

二
入
六

白
ご
頸
部
淋
巴
腺
の
腫
大
が
時
に
結
核
ご
誤
診
せ
ら
れ
熱
の
弛
張
が
「
チ
フ
ス
」
ご
誤
ま
ら
れ
流
行
地
在
住
の
醫
家
を
し

て
今
爾
ほ
診
断

を
苦
し

め

つ

、
あ

る
も

の

な
り
。

然

る
に
昭
和

二
年
小
嶋
、
金
山
爾
氏
は
高
知
市

に
以
上
の
如
き
特
異
熱
性
疾
患
の
存
在
す

る
こ
ご
を
患
者
十
二
例
に
就
て
報
告
し
其
細

菌
學
的
研
究

に
は
何
等
病
原
騰

ご
認
む
べ
き
も
の
な
き
を

報
告
し
た
り
、
然
し
乍
ら
此
の
報
告
は
患

者
例
僅
少
な
り
し
爲
土
佐
熱
の
全

般

に
就
て
は
論
擦
や

、
薄
弱

の
戚

あ
り
た
り
。

余
は
今
同
東
京
帝
國
大
學
敷
授
高
木
逸
磨
博
士
の
御
指
導
を
得
て
本
症
恢
復
期
患
者
の
血
清
學
的
研
究
を
終

へ
患
者

一
〇
三
各
の
臨
鉢

例

を
詳

細

に
調

査
し

本

症

が

「
チ

フ

ス
」
結

核

「
マ
ラ
リ

ァ
」

ワ
イ

ル
氏
病
不
全
型
、
秋
疫
A
型
、
七

日
熱
症
に
あ
ら
す
し

て
全
ー
濁
立
し

た
る
病
原
不
明
の
汎
發
性
淋
巴
腺
腫
脹
を
件
ふ
熱
性
疾
患
な
る
を
知
り

莚

に
報
告
し
て

大
方
先
輩

の

敷

へ
を
乞
は
ん
こ
す

る
も
の
な

り

。
而
し
て
ム.同
土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清
の
免
疫
學
的
研
究
の
調
照
こ
し

て
實
駿
し
た
る
覧
イ

ル
氏
病
不
全
型
症
よ
り
新
た
に
本
縣

に
も

秋
疫
A
型
症
の
存
在
す

る
こ
ご
を
確
め
得
た
る
を
以

つ
て
甦

に
併
せ
て
報
告
せ
ん
ご
欲
す

る
も
の
な
り
。

第
二
章

疫
箪
的
観
察

調
査
成
績

昭
和
四
年
七
月
以
降
同
九
年
十
二
月
迄
余
の
診
を
乞
ひ
た
る
土
佐
熱
患
者
数

一
〇
三
名
に
就
て
發
病
日
順
に
之
れ
を
列
記
し

諸
種
の
條
項
を
統

一
し
て
土
佐

熱
の
種
々
相
に
付
い
て
観
察
を
加

へ
本
病
の
疫
學
的
考
案
を
加

へ
ん
ご
欲
す
。

調

査

表
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二
八
八

患
者

發
生
數

余
の
診
を
乞
ひ
た
る

一
ケ
年
間

に
於
け
る
患
者
數
を
昭
和
四
年
以
降
同
九
年
迄
の
六
ケ
年
間
に
就
て
見
る
に
上
表
の
如
く
毎

年
二
〇
名
内
外
に
し
て
昭
和
七
年
及
九
年
は
稍

々
多
數
に
て
近
年
漸
増
の
傾
向
を
示
し
つ
ゝ
あ
り
。
之
れ
を
同
じ
く
當
市
に

地
方
病
と
し
て
存
在
す
る
「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
」病
の
余
の
診
察
を
乞
ひ
た
る
者
と
の
比
を
見
る
に
地
方
病
と
し
て
の
存
在
は
相

當
濃
厚
な
る
を
認
め
た
り
。

更
に
茲
に
最
も
興
味
あ
る

一
事
は
ワ
ィ
ル
氏
病
患
者
發
生
の
少
な
き
年
に
本
病
患
者
の
多
く
覲
は
る

ゝ
も
の

ゝ
如
く
、
即
ち
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本
病
患
者
發
生
と
ワ
ィ
ル
氏
病
患
者
發
生

と
は
必
す
し
も

併
行
す
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て

寧
ろ

反
對
現
象
を
示
す
こ
と
な

り
。

例
之
昭
和
九
年
の
如
き
は
本
病
患
者
の
最
も
多
數
發
生
を
見
た
る
に
對
し
ワ
イ
ル
氏
病
患
者
は
例
年
に
比
し
少
數
に
て
然
も

輕
症
者
多
き
事
實
と
昭
和
四
年
及
八
年
は
ワ
イ
ル
氏
病
患
者
の
發
生
多
き
に
對
し
本
病
患
者
は
比
較
的
少
數
な
る
を
示
し
部

ち
本
病
發
生
と
ワ
ィ
ル
、氏
病
發
生
と
の
間
に
は
何
等
か
の
關
係
を
有
す
る
も
の
ゝ
如
し
。

月

別

患
者
發
生
は
既
往
六
ケ
年
間
に
於
て
毎
年
五
月
下
旬
よ
り
六
月
中
に
初
發
を
見
る
を
常
と
し
其
れ
よ
り
月
と
共
に
數
を
獪
加
し
九
月
、
十
月
に
は
最
高
に
逹
し

十

一
月
以
降

は
次
第
に
減
少
し
て

一
月
乃
至
四
月
迄
は
、

一
、
二
名
の
例
外
的
患
者
の
發
生
あ
る
の
み
に
て
全
く
影
を
濳
め
る
を
常
と
す
。

故
に
本
市
に
於
け
る
本
症
の
流
行
季
節
は
大
體
五
月
よ
り
十

一
月
迄
と
言
ふ
を
得
べ
く
明
石
博
士
及
小
嶋

(三
郎
)
氏
の
熊
本
縣
に
於
け
る
鏡
熱
の
流
行
季
節

と
比
較
す
る
に
大
略
相
似
た
り
。

更
に
之
れ
を
本
市
に
於
け
る
劉

川
氏
病
流
行
季
節
と
比
較
す
る
時
は
竝
ハ

最
大
患
者
發
生
月
は
ワ
イ
ル
氏
病
流
行
期
よ
り
も
二
ヶ
月
遲
れ
た
る
十
月

を
示
せ
り
。
即
ち
上
表
の
如
し
。

然
か
も
本
邦
に
於
け
る

「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
」
病
中
秋
疫
A
型

「
レ
プ
ト
ス
ピ

ラ
」
を

病
原

と
せ
る
長
崎
縣
波
佐
見

村
に
毎
秋
流
行
す
る
波
佐
見
熱
が
小

鳥
居
、
雨
森
兩
氏
の
報
告
に
よ
り
其

最
大
發
生
月
は
九
月
な
る
を
示
さ
れ

亦
同

じ
く

秋
疫
A
型
「
レ
プ

ト
ス
ピ

ラ
」
及
七
日
熱
「
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
」
を

病
原
と
せ
る
靜
岡
縣
大
井
川
左
岸
に

下
村
=

『土
佐
熱
』
に
關
す

る
研
究

二
八
九
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關
す

る
研
究

二
九
〇

流
行
す
る
秋
疫
が
北
村
氏
に
よ
り
同
じ
く
九
月
を
以
っ
て
其
最
大
發
生
月
な
り
と
言
は
れ
、
是
等
「
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
」
病
の
發
生
時
期
と
本
病
の
其
れ
と
比
較
す

る
時
は
上
表
の
如
き
順
序
と
な
り
。實
に
興
味
深
き
所
な
り
。

地
理
的
關
係
、
大
體

に
於
て
本
病
と
フ
ィ
ル
氏
病
と
は
流
行
地
域
を

同
じ
く
す
る
も

本
病
發
生
地
に
於
て
必
す
や
引
引

ル
氏
病
の
發
生
を
見
る
も
の
に
あ
ら

ず
。
亦
ワ
イ
ル
氏
病
發
生
地
に
本
病
の
發
生
を
知
ら
ざ
る
こ
と
有
る
も
兩
者
は
地
形
、
地
質
、
土
壤
等
が
同

一
條
件
の
下
に
あ
る
も
の
ゝ
如
し
。

帥
ち
仁
淀
川
下
流
の
兩
岸
以
東
、
高
知
市
近
傍
、
香
長
平
野
、
及
物
部
川
兩
岸
を
主
と
し
て
安
藝
郡
に
あ
り
て
は

海
岸
線
に
沿
ひ
た
る

町
村
に
於
て
本
病
及

横線-土 佐熱
糸從線-レ プトスビラ病 點腺内第四紀層(冲積層)

ワ
イ
ル
氏
病
の
發
生
を
見
是
等
好
發
生
地
は
地
勢
的
に
は
大
小
河
川
及
其
枝
流
に
よ
る
低
濕
地
帶
に

し
て
水
田
を
有
し
亦
地
質
學
的
に
は
第
四
期
新
生
層
に
屬
し
沖
積
層
を
主
と
し
所
に
よ
り
洪
積
層
に

一
致
し
、
其
他

の
非
流
行
地
域
に
あ
り
て
は
中
生
層
多
く
し
て
古
生
層
及
結
晶
片
岩
層
に
到
る
。
高

岡
、
幡
多
兩
郡

の
如
き
は

一
般
に
中
生
層
に
屬
し
須
崎
、
久
禮
、
窪
川
、
中
村
、
下
田
等
の
所
々
に

於
て
微
に
冲
積
層
、
洪
積
層
を
有
し
、
而
し
て
疾
患
發
生
も
亦
稀
に
見
る
も
の
な
り
。

斯

の
如
く
本
病
及
「
レ
プ
ト
ス
ゼ
ラ
」
病
の
流
行
地
域
が
第
四
期
新
生
層
に

一
致
す
る
こ
と
は
流
行
病

學
的
に
興
味
あ
る
も
の
と
言
ふ
べ
し
。

年

齢

本
症
に
侵
さ
る
ゝ

者

 

の
年
齡
は
男
は

二
十

一
歳
-

三
十
歳
迄

の

壯
年
者
に
多
く
、

女

子
は

十

一
歳
-
二
十

歳
の
頃
を
最
多
と
し

幼
少
、
老
年
著
は
著

し
く
減
少
し
居
る
を
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認
む
。

之
れ
を

一
層
詳
細
に
記
載
す
る
に
左
表
の
如
く
、

66歳 男1人 例 外

一
、
二
歳
の
乳
兒
に
患
者
の
發
生
は

皆
無
で
あ
り
、
男
は
八
歳
よ
り
二
十

六
歳
迄
に
最
も
多
く
感
染
し
、
女
は

十
三
歳
よ
り
二
十
六
歳
迄
を
最
多

と

し
、
次
で
男
女
共
に
二
十
七
歳
よ
り

四
十
四
歳
迄
は
患
者
の
發
生
を
見
る

け
れ
共
四
十
五
歳
以
上
に
な
り
て
の

發
生
患
者
は

一
、
二
の
例
外
的
發
生
を
認
む
る
の
み
な
り
。

是
れ
を
明
石
、
太
田
原
博
士
及
小
嶋
(三
郎
)
氏
等

の
鏡
熱
の
例
に
比
較
す
る
に
兩
者
に
よ
く
合
致
す
る
を
認
め
土
佐
熱
、
鏡
熱
は
共
に
壯
年
者
を
最
も
多
く
侵

す
も
の
と
言
ふ
を
得
べ
く
、
之
れ

一
八
八
九
年
パ
ィ
フ

ェ
ル
P

hei
f
f
er

が
腺
熱

D
r
u
sen
 
feib
er

と
し
て
學
界
の
注
意
を
喚
起
し
た
る
疾
病
と
は
患
者

發
生
の
年
齡
的
に
差
異
あ
る
を
認
め
得
べ
し
。

男

女
別

男
女
別
の
罹
患
數
の
差
異
は
別
表
の
如
く
男
女
共
に
ほ
穿
同
數
に
し
て
女
に
あ
り
て
も
中
年
者
に
多
く
幼
年
老
年
者
に

少
な
く
男
五
三
名
に
對
し
て
女
五
〇
名
に
し
て
男
性
の
最
多
が
二
十

一
歳
-
三
十
歳
の
間
に
あ
る
に
比
し
、
女
性
の
最

高
は
十

一
歳
-
二
十
歳
の
間
に
存
在
す
る
は
男
女
發
育
の
差
に
よ
る
も
の
な
る
べ
く
、
之
れ
を
先
輩
諸
氏
の
報
告
と
照

し
合
す
る
に
太
田
原
、
藤
田
、
保
田
、
明
石
,
小
嶋
(三
郎
)氏
等
の
鏡
熱
に
就
て
は
男
二
・二
に
對
し
女

一
で
あ
る
と
言

ふ
に
反
し
、

小
嶋
、

金
山
兩
氏
の
當
縣
に
於
け
る
不
明
熱
(土
佐
熱
)
の
調
査
に
於
て
は
男
七
名
に
對
し
、
女
五
名
で

稍

々
同
數
で
あ
る
こ
と
、
余

の
土
佐
熱
の
場
合
と
近
似
し
、
之
れ
を
表
示
す
る
と
左
の
如
く
な
り
て
土
佐
に
於
け
る
土

佐
熱
は
熊
本
に
於
け
る
鏡
熱
に
比
し
女
の
羅
患
率
が
明
か
に
多
數
な
る
を
認
め
た
り
。

下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
ろ
研
究

二
九

一
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下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

二
九

二

職
業
別

罹
患
者
の
職
業

別
に
關
し
て
は

其
土
地
の
産
業

發
達
の
状
況
と

關
係
を
有
す
る

が
故
に
妄
り
に

論
す
る
を
得
ざ
れ
共
富
市
に
於
て
は
學
生
最
も
多
く
商
業
者
之
れ
に
次
ぎ
無
職
者
の
最
多
數
な
る
は
婦
女
の
無
職
著
多
き
を
加
入
し
た
る
が
故
に
嚴
正
の
意

味
に
於
け
る
職
業
者
と
し
て
男
を
中
心
に
考
ふ
れ
ば
學
生
の
最
も
多
き
を
當
然
と
す
べ
き
な
り
。

學
生
の
多
き
理
由
は
壯
青
年
に
本
病
の
罹
感
者
多
き
が
故
に
し
て
感
染
率
の
最
も

高
き
年
齡
が

男
女
の
學
に
從
事
す
る
年
齡
な
る
が
故
な
る
べ
し
。
然
か
も

流
行
を
同
じ
く
す
る
「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
」
病
は
水
を
直
接
又
は
間
接
に
關
係
あ
る
職
業
者
に
罹
患
者
多
き
も
の
な
る
に
比
し

重
要
な
る
相
違
點
に
し
て
外
出
の

機
會
少
な
き
屋
内
居
佳
者
に
相
當
の
發
病
者
を
見
る
は

特
定
の
病
原
地
に
接
近
し
た
る
者
の
罹
感
す
る
ワ
イ
ル
氏
病
と
異
な
り
寧
ろ
病
原
が
屋
内
に
迄
侵
入

し
來
た
る
か
を
想
像
せ
ら
る
べ

く
然
か
も
流
行
地
以
外
に
廣
く
發
病
者
を
出
さ
黛
る
は
流
行
病
學
的
に
重
要
な
る
興
味
を
有
す
る
も
の
と
言
ひ
得
べ
し
。

斯
の
如
く
觀
察
し
來
た
る
時
は
興
味
を
引
き
且
つ
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
は
本
病
の
家
族
感
染

の
有
無
な
り
と
す
。

家
族

傳
染

鏡
熱

の
家
族
的
發
生
に
就
て
は
佐
藤
、
藤
田
、
保
田
、
明
石
の
諸
氏
は
之
れ
を
認
む
る
も
人
よ
り
人

へ
の
傳
染
は

經
驗
せ
す

と
言
ふ
こ
と
は

原
蟲
病
の
如
く

中
間
宿
主
を
介
し
て
傳
搬
す
る
な
ら
ん
と
想
像
す
る
が
故
な
ら
ん
も
原
蟲
病
な
り
と
言
ふ
事
實
は
認
め
ら
れ
す

一
時
に
同

一
家
族
よ
の
多
數
發
生
す
る
こ
と

は
少
な
く
極
め
て
散
發
性
に
發

生
す
と
言
ふ
程
度
な
り
。

余

の
土
佐
熱
に
於
け
る
例
に
て
は
同

一
家
屋
内
よ
り
患
者
の
發
生
を
見
た
る
は
十
四
例
な
る
が
、第

一
患
者
よ
り
第
二
患
者
迄
の
發
生
日
數
の
遠
き
も
の
は
本

病
の
如
く
病
日
三
週
間
以
上
は
稀
な
る
亞
急
性
疾
患
に
あ
り
て
は
家
族
傳
染
な
り
や
二
次
的
に
病
原
の
侵
入
し
感
染
せ
し
も
の
な
り
や
不
明
な
り
。
更
に
詳
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説

す

れ
ば

(
一
)

、

の
家
族
は

同
日
、

、

の
家
族
に

三
日
間

の
間
隔
を

以

つ
て

發
生
ぜ
る
も

家
族
傅
染

と
も
認
め
難

く
病
原
鱧

の
同
時

に
感
染

ぜ
る
も

の
と
想
像
し

得

べ
く
共

に
二
週
型

の
善
通
症

な
り
。

(
二
)

、
の
例
ば

二
十

五
日
間

の
間
隔

を
有
し
第

一
患
者
は
有
熱
期
間

二
十
二
日
を
要
し
第

二
患

者
發

生
の
際
ば
第

一
患

者
は
恢
復
期

に
相
當
し
牀
上

に
横
臥
ぜ

る
の

時
期
な
り
。、

の
例
ば
五
十

二
日
間

の
間
隔
を
有
し
間
隔
稍

々
長
き
が
如
き
も
本
例
ば
第
二
患

者
の
(

)
有
熱
期
間

五
十
日
に
逹

し
、
余

の
經
驗

し
た

る
百
〇

三
例
中
最
長

病

日
を
要
し

た
る
も

の
に
て
從

ふ
て
第

三
患
者
發

生
時
ば
第

二
患

者
は
下
熱
後

二
日
目

に
て
恢
復
期

に
屬

む
就
牀
中
の
者
な
り
。

、

、

の
例

に
殆
ん
ど

同

一
の
發
病

に
て
第

ご
患
者
(

)
よ
り

三
二
乃
至
六
日
間

の
間
隔
を
有
し
第
二
患
者
の
下
熱
後

二
週
間
目

に
發

並
せ
り
。

右

三
例
は
家
族
傳
染

と
看
做

し
て
可
な

ろ
べ
く
少
數
例

に
於

て
家
族
感
染
も
可
能
な
り

と
言
び
得

べ
き

の
み
な
り
。

(
三
)

、

の
例
ば
第

憙

叢

生
よ
り
十
四

ケ
月
十
五
日
を
要
し

、

の
例
は
第

一
患
者
發

生
よ
り

八

ケ
月
二
十
三
日
を
要

し

家 族 發 生 間 隔 表

、
の
例
に
第

一
患
者
發
生
よ
り
五
十
一
日
を
要
し

、
の
例
ば
第

一
患
者
發
生
よ
り
七
十
五
日
間
を
要
し

、
の
例
は

と
同
居
者
に
て
第

一
患
者
よ
り
六
十
六
日
間
を
要
し

、
の
例
ば
第

一
患
者
よ
り
ニ
ケ
年
五
日
の
間
隔
を
要
し
た
り
。

右
六
例
は
其
發
生
間
隔
最
長
ニ
ケ
年
五
日
短
か
き
も
五
十

一
日
間
を
要
し
事
實
上
愚
者
恢
復
後
凡
三
十
日

間
以
上
の
間
隔
を
有
し
直
接
家
族
傅
染
と
は
認
め
難
く
、
而
か
も
其
間
何
等
か
家
族
的
の
關
連
を
有
し
本

病
病
原
體
は
相
當
期
間
家
屋
内
に
殘
り
、
或
は
中
間
宿
圭
を
介
し
て
第
二
、
第
三
患
者
の
發
生
を
見
ろ
も

の

ゝ
如
く
考

へ
ら
る
ゝ
も
の
な
り
。

感

染

の
誘

因

感
染

の
誘
因
と
認
む
べ
き
も
の
は
確
然
せ
す
引
絹
酬
氏
病
の
如
く
水
と
直
接
の
接
觸
、
手
足
に
切
創
、
昆

下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

二
九
三
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

二
九
四

蟲
の
刺
傷
等
の
自
覺
的
原
因
と
認
め
ら
る
ゝ
も
の
は
な
け
れ
共
發
生
地
の
地
理
的
關
係
、
家
屋
附
近
の
状
況
等
詳
細
に
觀
察
す
る
時
は
不
文
律
な
が
ら

一
定
の

條
件
が
具
備
し
居
う
が
如
く
考

へ
ら
る
。

本
編
に
關
し
て
は
鋭
意
調
査
中

に
屬
す
る
も
今
日
迄
の
經
驗
に
依
れ
ば
、

一
、
患
者
發
生
の
家
屋
は
濕
地

に
存
在
す
る
こ
と

一
、
家
屋
の
周
圍
に
は
汚
水
停
頓
せ
る
溝
、
叉
は
水
田
、
雜
草
の
繁
茂

せ
る
低
濕
地
の
存
在
す
る
こ
と

等
に
し
て
之
れ
に
合
致
す
る
標
準
的

と
も
言
ひ
得
べ
き
發
生
家
屋
の
例
を
二
、
三
例
せ
ん
に

第

一
例

、

、

の
例

本
家
屋
ば
ご
軒
隣
接
.し
患
者
三
名
連
續
發
生
ぜ
る
家
屋
に
し
て
寫
眞
及
略
圖
に
示
す
如
く
家
の
二
方
ば
海
水
充
滿
し
て
全
く
水
流
な
壱
溝
に
し
て
、
其
兩
岸
に
は
雜
草
深
く
茂
り

て
無
數
の
昆
蟲
飛
揚
し
居
り
他
の
二
方
ば
水
田
に
て
毎
年
水
稻
を
作
る
と
言
ふ
。

第
二
例

の
例

日取
も
興
味
を
引
毒
、た
る
例
に
て
此
の
家
屋
ば
鏡
川
下
流
の
三
角
洲
に
存
在
し
元
料
亭
な
り
し
頃
毎
日
出
入
す
乃
多
く
の
者
に
患
者
の
發
生
は
な
か
覇
む
が
、
然
る
に
此
家
屋
に
新

た
に
宿
泊
ぜ
る
全
家
族
三
名
ば
同
年
中
に
連
續
發
病
す
る
を
見
た
り
。

此
の
家
屋
も
亦
寫
眞
及
略
圖
に
示
す
如
く
家
の
周
圍
ば
水
量
豐
か
な
る
吸
江
灣
に
し
て
、
三
角
洲
は
一
體
に
雜
草
繁
茂
し
滿
潮
時
は
殆
ん
ど
此
の
雜
草
ば
水
中
に
沒
す
る
こ
と
あ

り
、
此
の
家
に
健
康
人
來
り
住
む
こ
と
に
依
り
土
佐
熱
に
罹
患
む
然
か
も
宿
泊
せ
ざ
る
時
は
發
病
せ
ざ
り
し
よ
り
想
像
す
る
に
夜
間
に
病
原
體
保
有
の
何
物
か
が
住
居
に
侵
入
し

人
を
罹
患
ぜ
む
む
る
な
ら
す
や
と
考
案
し
得
べ
音
も
の
な
り
。

再

感
染

本
病
は

一
度
感
染
す
れ
ば
病
の
輕
重
を
問
は
す
終
生
発
疫
を
得
ら
る
ゝ
ら
し
く
再
感
染
例
と
も
見
ら
る
べ
き
は
僅
か
に
二
例
、
中
川
及
び
嶋
田
に
て
中
川
は

一

ク
年
目
に
,嶋
田
は
十
四
ヶ
月
目
に
再
感
染
し
第
二
囘
發
病
は
共
に
症
状
非
常
に
輕
く
經
過
し
殆
ん
さ
本
病
を
疑
ふ
程
度
に
て
有
熱
期
間
は
中
川
に
於
て
十
二

日
間
、
嶋
田
に
於
て
十
日
間
な
り
き
。
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第 一 例

家屋 家 屋

家 屋 の 裏

第 二 例

家 屋

(1)
(2)

(3)

(4)
(5)
(6)

 

下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

二
九
五
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下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

二
九
六

小

括

以
上
疫
學
的
に
述
べ
た
る
事
項
を
茲
に
小
括
す
れ
ば

一
、
患
者
發
生
數
は
年
に
よ
り
獪
減
し
昭
和
七
年
及
九
年
は
特
に
多
き
を
示
し
然
も
型

,氏
病
患
者
發
生
數

と
は
反
比
例
す
。

一
、
患
者
發
生
の
季
節
は
毎
年
九
月
、

十
月
を

最
多
と
し
て
之
れ
を
ワ
ィ
ル
氏
病
流
行
期
に
比
較
す
れ
ば
其
最
高
發
生
月
は
二
ヶ
月
遲
る
ゝ
も
の
ゝ
如
し
。

一
、
患
者
發
生
の
地
理
的
關
係
は

一
般
に
河
川
に
沿
ひ
た
る
低
濕
地
帶
に
し
て
地
質
學
的
に
は
第
四
紀
新
生
層
部
ち
沖
積
層
に

一
致
し
本
病
流
行
地
域
と
「
レ

プ

ト
ス
ピ
ラ
」
病
の
流
行
地
域

と
は
大
體
に
於
て
近
似
す
る
も
必
す
し
も

一
致
す
る
も
の
に
は
あ
ら
す
。

一
、
罹
患
著
の
年
齡
は
壯
年
者

に
多
く
女
子
は
男
子
よ
り
も
若
年
に
し
て
罹
病
す
る
も
の
多
し
。

一
、
本
縣
に
於
け
る
土
佐
熱
罹
感
者
は
男
女
の
性
別
に
大
差
な
く
殆
ん
どこ
同
數
に
て
熊
木
縣
に
於
け
る
鏡
熱
の
男
子
は
女
子
の
二
倍
以
上
な
る
に
反
し
女
子

の
罹
感
數
多
き
を
示
せ
り
。

一
、
本
病
は
職
業
的
に
直
接
水

と
關
係
あ
る
者
に
多
し
と
言
ふ
に
あ
ら
す
寧
ろ
屋
内
營
業
者
に
相
當
多
き
を

見
「
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
し
病
の
如
く
病
原
地
に
接
觸

し
た
る
が
故
に
發
病
す
る
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
病
原
其
も
の
が
屋
内
に
迄
侵
入
し
來
り
感
染
す
る
こ
と
を
想
像
し
得
べ
し
。

一
、
余
は
本
症
患
者
百
三
例
中
十
四
例
に
於
て
家
族
的
發
生
を
認
め
た
る
も
人
よ
⇔
人
に
傳
染
せ
る
や
媒
介
者
の
存
在
に
よ
る
感
染
な
る
や
不
明
な
り
。

一
、
感
染
の
誘
因
と
認
む
べ
き
も
の
は
明
か
な
ら
ざ
れ
共
發
生
の
地
理
的
關
係
竝
び
に
發
生
家
屋

に
は
誘
因
と
認
む
べ
き

一
定
の
條
件
の
存
在
す
る
こ
と
を

知
る
即
ち
低
濕
地
、
水
田
、
河
川
、
雜
草
の
繁
茂
等
を
必
要
と
す
る
が
如
し
。

一
、
再
感
染
例
と
認
む
べ
き
は
稀
に
し
て

一
度
罹
患
せ
ば
終
生
発
疫
の
確
立
ず
る
を
例
と
す
る
が
如
し
。
(未
完
)


